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山
本
周
五
郎
の
『
そ
の
木
戸
を
通
っ
て
』
に

出
会
っ
た
の
は
、
学
生
時
代
の
、
そ
れ
も
最
も

苦
し
い
時
期
で
あ
る
。
当
時
、私
は
学
生
運
動

か
ら
の
挫
折
と
同
時
併
行
的
に
起
こ
っ
た
人

間
関
係
の
躓
き
に
よ
り
、殆
ん
ど
進
退
窮
ま
る

と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
。
天
啓
の
如
く『
そ
の

木
戸
を
通
っ
て
』
が
降
臨
し
、私
は
救
わ
れ
た

の
で
あ
る
。

　
作
品
の
大
ま
か
な
筋
は
次
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。
侍
の
平
松
正
四
郎
の
所
に
、
あ
る

日
、ひ
と
り
の
過
去
（
記
憶
）
を
失
っ
た
若
い

女
が
訪
ね
て
来
て
、そ
の
ま
ま
居
つ
い
て
し
ま

う
。そ
の
た
め
正
四
郎
は
家
老
の
娘
と
の
婚
約

も
破
談
に
な
る
。
女
は
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
、や

が
て
正
四
郎
の
妻
と
な
る
。す
べ
て
が
う
ま
く

い
き
、平
穏
な
日
々
が
続
く
。
だ
が
三
年
後
の

或
る
日
、
女
は
子
供
を
庭
に
残
し
、
そ
の
ま
ま

来
た
時
と
同
じ
よ
う
に
、木
戸
を
通
っ
て
姿
を

消
し
て
し
ま
う
…
…
。

　
周
五
郎
の
所
謂
「
不
思
議
小
説
」
と
し
て
世

評
は
定
着
し
て
い
た
が
、そ
う
称
さ
れ
る
こ
と

に
内
心
、激
し
い
違
和
を
覚
え
た
こ
と
も
事
実

で
あ
る
。「
不
思
議
」
な
ど
と
い
っ
た
次
元
で

形
容
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
反
発
で

あ
る
。自
分
の
身
に
現
に
生
起
し
て
い
る
切
実

な
事
件
で
あ
っ
た
。

　〈「
来
た
と
き
の
よ
う
に
、い
っ
て
し
ま
っ
た

の
だ
な
、
ふ・

・さ
」
と
彼
は
囁
い
た
。「
い
ま
ど

こ
に
い
る
ん
だ
、ど
こ
で
な
に
を
し
て
い
る
ん

だ
」（
略
）
喉
へ
嗚
咽
が
こ
み
あ
げ
た
。
彼
は

む
せ
び
泣
い
た
〉
は
、
そ
の
ま
ま
自
画
像
で

あ
っ
た
。
半
世
紀
を
閲
し
た
今
で
も
頁
を
繰

り
、
こ
の
箇
所
に
く
る
と
、
涙
滂
沱
、
読
み
進

め
る
こ
と
が
出
来
な
い
。些
末
な
経
験
で
も
錬

成
さ
れ
る
と
〈
原
体
験
〉
に
結
実
す
る
。
も
は

や
忘
却
は
不
可
能
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

　
後
年
、
奄
美
大
島
で
、『
死
の
棘
』
の
作
者

島
尾
敏
雄
氏
か
ら
特
攻
震
洋
隊
の
体
験
を
話

さ
れ
、「
僕
は
い
ま
だ
に
復
員
し
た
と
は
思
っ

て
い
ま
せ
ん
」と
呟
や
か
れ
胸
を
つ
か
れ
た
こ

と
が
あ
る
。氏
と
同
じ
戦
中
派
世
代
の
吉
本
隆

明
氏
か
ら
、「
自
分
の
内
部
で
は
、
戦
争
は
終

わ
る
ど
こ
ろ
か
通
過
し
た
と
す
ら
言
え
な
い
」

と
の
述
懐
も
聞
い
て
い
る
。私
の
失
愛
体
験
を

出
す
の
は
烏お

こ滸
が
ま
し
い
限
り
か
も
し
れ
な

い
が
、
体
験
に
お
い
て
同
等
と
思
っ
て
い
る
。

　
読
む
側
の
精
神
の
成
長
に
比
例
し
て
巨
大

に
な
っ
て
い
く
作
品
―
『
そ
の
木
戸
を
通
っ

て
』
が
、
正
に
そ
う
で
あ
る
。
汗
牛
充
棟
、
徒た
だ

な
ら
ぬ
作
品
論
の
な
か
で
、私
が
最
も
影
響
さ

れ
た
の
は
、上
野
瞭
氏
の
論
考
で
あ
る
。
氏
は

ル
イ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
の
『
ふ
し
ぎ
の
国
の
ア
リ

ス
』
や
フ
ィ
リ
パ
・
ピ
ア
ス
の
『
ト
ム
は
真
夜

中
の
庭
で
』、
Ｃ
・
Ｓ
・
ル
イ
ス
の
『
ナ
ル
ニ

ア
国
シ
リ
ー
ズ
』と
い
っ
た
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の

系
譜
を
取
り
上
げ
て
、『
そ
の
木
戸
を
通
っ
て
』

と
の
違
い
を
記
述
す
る
。

　
木
戸
＝
通
路
の
向
う
側
は
西
欧
で
は
、こ
の

日
常
の
現
実
界
と
は
別
の
ネ
バ
ー
ラ
ン
ド（
決

し
て
存
在
し
な
い
国
）で
あ
る
。
精
神
の
一
種

の
解
放
区
と
さ
れ
る
。わ
が
国
で
は
非
日
常
の

異
界
・
異
郷
、
他
界
、
常
世
、
黄
泉
、
根
の
国

と
い
わ
れ
る
。
木
戸
を
潜
り
、正
四
郎
の
妻
は

異
界
へ
と
逃
れ
た
…
…
私
の
思
考
は
当
時
、そ

こ
で
停
止
さ
れ
た
。画
期
的
な
の
が
上
野
瞭
氏

の
「
読
み
」
で
あ
っ
た
。

　
木
戸
を
潜
り
抜
け
て
、正
四
郎
の
日
常
生
活

に
入
り
込
ん
で
来
た
と
き
、彼
女
が
す
で
に
傷

つ
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、木
戸
の
向
う
に

あ
っ
た
世
界
に
は
、彼
女
を
記
憶
喪
失
に
追
い

込
む
よ
う
な
苛
酷
な
現
実
生
活
が
在
っ
た
こ

と
を
意
味
す
る
。つ
ま
り
異
界
は
現
世
の
現
実

や
観
念
の
反
映
で
あ
る
以
上
、私
た
ち
の
「
生

活
空
間
」と
の
往
還
と
し
て
あ
る
。
日
常
か
ら

も
う
ひ
と
つ
の
日
常
へ
の
移
行
。「
女
は
自
分

を
苛
さ
い
な

ん
だ
苦
痛
の
世
界
に
戻
る
だ
け
だ
」と
言

う
の
で
あ
る
。

　
私
の
今
の
考
え
は
上
野
理
論
に
漱
石
が

「
帰
っ
て
来
た
人
間
」
と
い
う
命
題
を
抽
き
出

し
た
『
道
草
』
を
重
ね
る
所
に
あ
る
。「
帰
っ

て
来
た
人
間
」
と
は
、
他
者
の
発
見
、
生
活
者

の
孤
独
、
そ
の
闘
い
の
意
識
化
を
意
味
す
る
。

他
人
と
他
者
は
違
う
。自
分
と
同
一
の
地
平
に

下
り
立
っ
た
と
き
、
誰
も
が
日
常
生
活
に
堪

え
、孤
独
な
戦
い
を
戦
う
以
外
の
ど
ん
な
術
も

な
い
こ
と
を
知
る
。
自
殺
す
る
か
？
否
。
狂
死

す
る
か
？
否
。
宗
教
に
逃
れ
る
か
？
否
。
漱
石

は
三
つ
の
道
の
い
ず
れ
を
も
拒
否
し
、現
実
に

踏
み
と
ど
ま
る
。
異
界
へ
逃
れ
る
こ
と
は
、も

は
や
出
来
な
い
。
周
五
郎
は
、ス
ト
リ
ン
ド
ベ

リ
の
箴
言
を
座
右
の
銘
に
し
た
。
曰
く「
苦
し

み
働
け
、
常
に
苦
し
み
つ
つ
常
に
希
望
を
抱

け
、永
久
の
定
住
を
望
む
な
。
こ
の
世
は
巡
礼

で
あ
る
」。

（
俳
人
・
深
夜
叢
書
社
主
宰
）
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■
特
設
展

　「
歿
後
五
十
年 

山
本
周
五
郎
展
」

展
示
資
料
よ
り

①
村
上
幽
鬼
「
染
血
桜
田
門
外
」
草
稿

	

当
館
蔵

　
物
心
両
面
か
ら
援
助
を
受
け
た
質
店
山
本
周

五
郎
商
店
の
主
人
の
名
に
因
ん
で
つ
け
ら
れ
た

筆
名
に
よ
っ
て
、
一
九
二
六
（
大
正
十
五
）
年

四
月
「
須
磨
寺
附
近
」
が
「
文
藝
春
秋
」
第
四

巻
第
四
号
に
掲
載
さ
れ
、文
壇
に
登
場
し
た
が
、

一
方
で
「
俵
屋
宗
八
」「
清
水
き
よ
し
」
な
ど
の

筆
名
で
「
少
女
世
界
」
等
の
雑
誌
に
作
品
を
発

表
し
て
い
た
。
本
草
稿
の
筆
名
「
村
上
幽
鬼
」

も
そ
の
一
つ
と
思
わ
れ
る
。
赤
色
罫
線
の「（
10 

20
Ｙ
Ｎ
特
製
）」と
印
刷
さ
れ
た
四
〇
〇
字
詰
原

稿
用
紙
を
使
用
し
、
末
尾
に
「（
一
九
二
七
・

四
・
一
九
・マ
マ

）」
と
書
か
れ
て
い
る
。

　
本
作
は
、大
老
井
伊
直
弼
襲
撃
の
前
日
か
ら
、

宿
望
を
遂
げ
、
自
決
す
る
ま
で
の
水
戸
浪
士
の

は
た
ら
き
を
描
い
て
い
る
。
山
本
周
五
郎
の
研

究
・
評
論
を
数
多
く
著
し
て
い
る
木
村
久
邇
典

は
、
全
集
未
収
録
の
本
作
が
収
め
ら
れ
た
新
潮

文
庫
『
怒
ら
ぬ
慶
之
助
』（
一
九
九
九
年
九
月
）

巻
末
解
説
に
、「
手
書
き
の
同
人
誌
に
執
筆
し
た

作
品
」
で
「
た
ま
た
ま
演
出
家
小
池
章
太
郎
氏

に
よ
っ
て
発
見
」
さ
れ
た
と
記
し
て
い
る
。
こ

の
他
、
初
期
の
作
品
と
し
て
「
其
の
頃
の
彼
」

「
或
る
男
女
の
話
」
や
詩
「
五
月
の
野
邊
」
な
ど

の
草
稿
も
展
示
す
る
。

②
山
本
周
五
郎
「
お
ご
そ
か
な
渇
き
」
原
稿

	

当
館
蔵

　
宗
教
と
信
仰
の
問
題
に
挑
ん
だ
現
代
小
説

で
、
一
九
六
七
（
昭
和
四
十
二
）
年
一
月
八
日

か
ら
二
月
二
十
六
日
の
「
朝
日
新
聞
」
日
曜
版

に
八
回
分
が
掲
載
さ
れ
た
が
、
二
月
十
四
日
午

前
七
時
十
分
、
仕
事
場
に
し
て
い
た
横
浜
市
中

区
の
旅
館
間ま

門か
ど

園
の
離
れ
で
心
臓
衰
弱
お
よ
び

肝
硬
変
に
よ
り
死
去
し
た
た
め
中
絶
。
晩
年
秘

書
を
つ
と
め
た
齋
藤
博
子
の
『
間
門
園
日
記 

山

本
周
五
郎
ご
夫
妻
と
と
も
に
』（
二
〇
一
〇
年
五

月 

深
夜
叢
書
社
）
に
よ
る
と
一
九
六
六
年
十
一

月
十
一
日
に
執
筆
を
開
始
、
十
一
月
二
十
八
日

に
は
第
二
回
分
を
書
き
上
げ
、
翌
日
に
は
第
三

回
に
と
り
か
か
っ
て
い
る
。
本
作
担
当
記
者
の

門
馬
義
久
は
二
月
十
五
日
の
「
朝
日
新
聞
」
で
、

二
月
十
三
日
の
朝
十
一
時
頃
、
第
八
回
の
原
稿

を
受
け
取
り
に
行
っ
た
が
、「『
原
稿
は
で
き
て

な
い
。
か
ん
べ
ん
し
て
く
れ
。
二
、
三
日
ね
む

れ
な
い
。
腹
は
へ
っ
て
る
ん
だ
が
食
欲
が
全
く

な
い
』
と
泣
き
そ
う
な
顔
を
し
て
い
た
」
と
亡

く
な
る
前
日
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
。

③
山
梨
県
立
塩
山
商
業
高
等
学
校
文
芸
部
誌

「
扇
状
地
」
第
十
号	

当
館
蔵

　
表
紙
の
「1967

」
は
誤
り
で
、一
九
六
八
（
昭

和
四
十
三
）
年
三
月
一
日
発
行
、
編
集
兼
発
行

人
は
山
梨
県
立
塩
山
商
業
高
等
学
校
文
芸
部
。

本
誌
収
録
の
文
芸
部
に
よ
る
「
共
同
研
究
　
山

本
周
五
郎
の
出
生
地
を
め
ぐ
っ
て
」
は
、
周
五

郎
の
生
前
に
講
談
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
山
本

周
五
郎
全
集
』（
一
九
六
三
～
六
四
年
　
全
十
三

巻
）
第
八
巻
収
録
「
著
者
年
譜
」（
木
村
久
邇
典

作
製
）
の
出
生
地
が
「
山
梨
県
北
巨
摩
郡
大
草

村
若
尾
（
現
在
は
韮
崎
市
大
草
町
）」
と
あ
る
の

に
対
し
、
周
五
郎
の
生
家
清
水
家
の
戸
籍
や
清

水
家
が
初
狩
で
住
ん
で
い
た
長
屋
の
家
主
奥
脇

家
の
現
当
主
奥
脇
賢
吾
へ
の
取
材
に
よ
り
、
実

際
は
「
北
都
留
郡
初
狩
村
八
十
二
番
戸
」
で
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
文
芸
部
か
ら
本
誌
を
送
ら
れ
た
木
村
は
、
こ

の
調
査
を
『
山
本
周
五
郎
小
説
全
集
』
の
月
報

十
七
、
十
八
（
一
九
六
八
年
九
、
十
月
）
の
年

譜
（
尾
崎
秀
樹
編
）
に
反
映
、
文
芸
部
の
調
査

内
容
と
そ
の
後
、
み
ず
か
ら
初
狩
と
韮
崎
を
訪

れ
た
様
子
を
月
報
二
十
一
、
二
十
二
、
二
十
三

（
一
九
六
九
年
一
、
二
、
三
月
）
に
報
告
し
た
。

（
学
芸
課
　
保
坂
雅
子
）

村上幽鬼「染血桜田門外」草稿

絶筆となった「おごそかな渇き」第８回原稿
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し
ま
す
。
書
庫
内
の
温
度
は
二
十
三
度
前
後
、

湿
度
は
五
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
に
一
定
に

保
た
れ
、資
料
の
灼
け
を
防
ぐ
紫
外
線
カ
ッ
ト

の
蛍
光
灯
を
使
用
す
る
な
ど
、資
料
に
適
し
た

保
存
環
境
が
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。本
の
害
虫

や
カ
ビ
菌
を
殺
菌
す
る
た
め
の
燻
蒸
作
業
や

所
蔵
の
確
認
の
た
め
の
蔵
書
点
検
も
計
画
的

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
階
の
図
書
は
、図
書
館
で
使
用
す
る
日
本

十
進
分
類
法
を
用
い
て
近
代
作
家
の
ま
と
ま

り
を
つ
く
る
排
架
方
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。図

書
に
は
、蔵
書
を
管
理
す
る
た
め
の
バ
ー
コ
ー

ド
ラ
ベ
ル
が
本
の
目
立
た
な
い
位
置
に
、置
き

場
所
を
表
す
背
ラ
ベ
ル
が
透
明
カ
バ
ー
の
上

に
貼
っ
て
あ
り
ま
す
。古
い
資
料
や
貴
重
な
サ

イ
ン
本
な
ど
は
酸
性
化
を
抑
え
る
中
性
紙
封

筒
に
入
れ
る
な
ど
し
て
保
護
し
て
い
ま
す
。

　
二
階
に
は
雑
誌
が
タ
イ
ト
ル
の
五
十
音
順

に
並
ん
で
い
ま
す
。傷
み
の
あ
る
資
料
や
特
に

貴
重
な
資
料
は
、保
護
の
た
め
に
中
性
紙
封
筒

や
カ
バ
ー
を
使
用
し
た
り
、
薄
い
刊
行
物
は

フ
ァ
イ
ル
に
入
れ
た
り
す
る
な
ど
し
て
、資
料

の
状
態
に
応
じ
た
整
理
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
膨
大
な
書
庫
の
蔵
書
の
中
か
ら
、貴
重

な
図
書
や
珍
し
い
雑
誌
な
ど
興
味
を
も
っ
て

い
た
だ
け
そ
う
な
資
料
を
選
び
出
し
、解
説
を

行
い
ま
し
た
。

　
書
庫
見
学
に
つ
い
て

　
文
学
館
の
書
庫
見
学
は
閲
覧
室
の
役
割
を

ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、平
成
十
三
年
か
ら
行

わ
れ
て
い
ま
す
。近
年
は
春
と
秋
の
年
二
回
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
六
月
十
一
日

（
土
）
と
十
一
月
二
十
日
（
日
）
に
実
施
し
ま

し
た
。
十
一
月
二
十
日
は
県
民
の
日
で
、展
示

室
の
入
館
料
も
無
料
と
な
る
た
め
、家
族
連
れ

の
お
客
様
な
ど
も
多
く
来
館
さ
れ
ま
し
た
。今

年
は
日
曜
日
と
重
な
り
、指
定
管
理
者
の
主
催

事
業
で
あ
る
マ
ル
シ
ェ
「
ミ
ュ
ゼ
・
カ
フ
ェ
」

が
開
催
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、紅
葉
の
木
々
に

囲
ま
れ
た
文
学
館
前
の
さ
ん
さ
ん
広
場
は
大

勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、

書
庫
見
学
に
も
多
く
の
方
が
参
加
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。そ
こ
で
見
て
い
た
だ
い
た
内
容

の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
閲
覧
室
の
カ
ウ
ン
タ
ー
裏
に
あ
る
書
庫
の

内
部
は
一
階
と
二
階
に
分
か
れ
、一
階
は
図
書

が
約
十
一
万
冊
、
二
階
に
は
雑
誌
・
新
聞
や
視

聴
資
料
な
ど
約
二
十
一
万
冊
、計
三
十
二
万
冊

が
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。書
庫
に
入
る
時
は
入

口
で
ス
リ
ッ
パ
に
履
き
替
え
、粘
着
マ
ッ
ト
を

踏
ん
で
ち
り
や
ほ
こ
り
を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト

　
日
々
新
た
に
購
入
し
た
り
、皆
さ
ま
に
寄
贈

い
た
だ
い
た
資
料
は
そ
れ
ぞ
れ
蔵
書
の
間
に

組
み
込
ま
れ
、充
実
し
て
き
ま
し
た
。
表
か
ら

は
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
た
め
、書
庫
に
入
る

と
、
皆
さ
ん
、
そ
の
量
に
驚
か
れ
、
声
を
あ
げ

ら
れ
ま
す
。興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
次
の
書
庫

見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、書
庫
に
あ

る
蔵
書
の
ほ
と
ん
ど
が
閲
覧
可
能
で
す
。新
緑

や
紅
葉
の
芸
術
の
森
を
臨
む
閲
覧
席
で
目
の

保
養
を
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
読
書
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

（
資
料
情
報
課
　
水
上
百
合
子
）

閲

覧

室

よ

り

［
寄
贈
資
料
よ
り
］

（
平
成
二
十
八
年
八
月
～
二
十
九
年
一
月
）

○
渡
邊
富
孝
氏
よ
り
渡
邊
富
孝
著
「
悠
久
の

街
・
甲
府
」
原
稿
コ
ピ
ー
、
図
書
一
点
。

○
市
川
孝
次
氏
よ
り
宮
沢
賢
治
著
「
塵
点
の
劫

を
し
過
ぎ
て
い
ま
し
こ
の
妙
の
み
法
に
あ
ひ

ま
つ
り
し
を
」
拓
本
印
刷
。

○
野
北
朝
美
氏
よ
り
前
田
晁
「
石
と
雨
」
原
稿

な
ど
三
六
一
点
、
図
書
六
点
、
雑
誌
二
二
点
。

○
奥
脇
勝
典
氏
よ
り
飯
田
蛇
笏
「
芋
の
露
連
山

影
を
正
う
す
」
句
碑
拓
本
な
ど
二
点
。

○
渡
邉
洋
子
氏
よ
り
佐
藤
佐
太
郎
「
あ
る
時
は

日
の
ま
と
も
に
て
白
梅
の
最
勝
の
白
し
ば
し

輝
く
」
色
紙
な
ど
二
点
。

○
藤
岡
武
雄
氏｢

日
本
歌
人
集｣

レ
コ
ー
ド
。

○
望
月
詩
史
氏
よ
り
「
二
七
会
と
そ
の
人
々
」

抜
き
刷
り
。

○
齋
藤
博
子
氏
よ
り
山
本
周
五
郎
専
用
原
稿
用

紙
。

○
石
川
博
氏
よ
り
津
島
美
知
子
書
簡
五
点
。

○
扶
桑
書
房
よ
り
「
ど
く
と
る
マ
ン
ボ
ウ
追
想

記
」
装
丁
原
画
一
式
な
ど
二
点
。

○
学
習
院
大
学
史
料
館
よ
り
「
辻
邦
生
―
パ
リ

の
隠
者
展
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
二
点
、
図

書
一
点
。

○
齋
藤
喜
美
子
氏
よ
り
北
杜
夫
原
稿
用
紙
ほ
か

図
書
二
三
点
、
雑
誌
一
点
。

○
村
松
定
史
氏
よ
り
河
西
豊
太
郎
書
簡
な
ど
特

殊
資
料
二
九
点
、
図
書
一
点
。

○
今
川
徳
三
氏
よ
り
結
城
昌
治
書
簡
四
点
、
図

書
二
点
。

○
横
川
翔
氏
よ
り
「
松
田
福
松
の
足
跡
　
三
井

甲
之
と
そ
の
同
志
た
ち
の
一
側
面
」
抜
き
刷

り
一
点
、
雑
誌
一
点
。
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■
教
育
普
及
事
業

※
各
企
画
・
講
座
と
も
参
加
・
受
講
無
料

○
年
間
文
学
講
座
［
定
員
５
０
０
名
］

・
講
座
１
「
甲
州
地
誌
『
裏
見
寒
話
』
―
甲

州
の
伝
説
を
よ
む
」（
全
八
回
）

講
師
　
長
谷
川
千
秋
（
山
梨
大
学
准
教
授
）

５
月
27
日
（
土
）「『
裏
見
寒
話
』
か
ら
山

梨
の
こ
と
ば
と
文
化
を
よ
む
」

６
月
24
日
（
土
）「
石
の
い
わ
れ
―
勝
沼
萬

福
寺
の
等
々
力
石
（
馬
蹄
石
）
と
怪
異
石
」

・
講
座
２
「
教
科
書
に
載
っ
た
児
童
文
学
と

そ
の
作
家
た
ち
」（
全
八
回
）

講
師
　
牛
山
恵
（
都
留
文
科
大
学
名
誉
教

授
）

５
月
11
日
（
木
）「
浜
田
広
介
　
「
ひ
ろ
す

け
童
話
」
の
世
界
―
「
泣
い
た
赤
お
に
」・

「
椋
鳥
の
夢
」」

６
月
８
日
（
木
）「
佐
野
洋
子
　
生
き
る
こ

と
の
意
味
を
問
う
物
語
―
「
お
じ
さ
ん
の

か
さ
」・
「
一
○
○
万
回
生
き
た
ね
こ
」

・
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
　
会
場
　
講
堂

※
お
電
話
か
当
館
受
付
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
平
成
二
十
九
年
度
の
年
間
文
学
講
座
、名
作

映
画
鑑
賞
会
の
年
間
予
定
は
、チ
ラ
シ
ま
た

は
４
月
以
降
の
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

○
初
夏
の
文
学
創
作
教
室

・
「
三
枝
浩
樹
　
初
心
者
短
歌
教
室
」

山
梨
歌
人
協
会
会
長
の
三
枝
浩
樹
氏
を
講

師
に
、今
年
も
初
心
者
対
象
の
短
歌
の
連
続

講
座
を
実
施
し
ま
す
。

開
催
日

第
一
回
　
５
月
13
日（
土
）講
義

第
二
回
　
６
月
３
日（
土
）実
作

第
三
回
　
６
月
17
日（
土
）歌
会

会
場
　
研
修
室

定
員
20
名
（
全
回
出
席
で
き
る
方
）

※
要
申
込
。往
復
は
が
き
に
①
郵
便
番
号
②

住
所
③
氏
名
・
ふ
り
が
な
④
電
話
番
号
を
明

記
し
、
当
館
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
４
月
14
日（
金
）必
着

○
読
書
会

５
月
７
日
（
日
）
山
本
周
五
郎
著
「
あ
ん

ち
ゃ
ん
」

６
月
11
日
（
日
）
太
宰
治
著
「
晩
年
」

い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

※
お
電
話
か
葉
書
で
（
氏
名
・
電
話
番
号
を
明

記
の
上
）
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
展
示
室

常
設
展

○
第
一
～
四
室
展
示
替
え

樋
口
一
葉
、
芥
川
龍
之
介
、
飯
田
蛇
笏
な
ど

山
梨
県
出
身
・
ゆ
か
り
の
作
家
を
紹
介
す
る

各
コ
ー
ナ
ー
の
展
示
替
え
と
と
も
に
、第
一

室
で
期
間
限
定
の
資
料
展
示
を
以
下
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

・
春
の
常
設
展

推
理
小
説
の
開
拓
者
　
木
々
高
太
郎
　
生

誕
一
二
○
年

　
３
月
22
日（
水
）～
６
月
４
日（
日
）

・
夏
の
常
設
展

夏
目
漱
石
　
生
誕
一
五
○
年
企
画

　
漱
石
と
ミ
レ
ー

　
６
月
６
日（
火
）～
７
月
17
日（
月
・
祝
）

　
漱
石
と
橋
口
五
葉

　
７
月
19
日（
水
）～
８
月
27
日（
日
）

○
第
五
室
の
展
示
替
え

山
梨
出
身
・
ゆ
か
り
の
文
学
者
104
名
を
二
期

に
分
け
て
展
示

・
詩
・
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
漢
詩

　
～
３
月
20
日（
月
・
祝
）

・
小
説
・
評
論
・
随
筆
・
翻
訳
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
・
戯
曲
・
脚
本
・
童
話
・
童
謡

　
４
月
29
日（
土
・
祝
）～
９
月
３
日（
日
） 

※
第
五
室
は
３
月
21
日（
火
）～
４
月
28
日

（
金
）は
休
室
し
ま
す
。

■
閲
覧
室

○
閲
覧
室
資
料
紹
介

・
「
芥
川
賞
・
直
木
賞
の
小
説
を
味
わ
う
」

　
２
月
10
日（
金
）～
４
月
９
日（
日
）

・
「
山
本
周
五
郎
を
読
む
」

　
４
月
29
日（
土
・
祝
）～
６
月
18
日（
日
）

○
文
学
者
の
誕
生
日
に
ち
な
ん
だ
資
料
紹
介

・
「
李
良
枝
（
３
月
15
日
生
ま
れ
）」

　
３
月
10
日（
金
）～
３
月
23
日（
木
）

・
「
土
橋
治
重
（
４
月
25
日
生
ま
れ
）」

　
４
月
14
日（
金
）～
４
月
27
日（
木
）

・
「
太
宰
治
（
６
月
19
日
生
ま
れ
）」

　
６
月
９
日（
金
）～
６
月
22
日（
木
）

館
か
ら
の
ご
案
内

　
次
の
皆
様
か
ら
も
図
書
・
雑
誌
を
ご
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　
こ
の
他
に
団
体
の
方
々
か
ら
も
ご
寄
贈
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

秋
元
　
千
惠
子

雨
宮
　
清
子

石
割
　
透

植
松
　
光
宏

大
下
　
一
真

岡
井
　
隆

角
川
　
春
樹

川
手
　
千
興

窪
田
　
治
美

小
山
　
弘
明

斎
藤
　
芳
弘

佐
藤
　
真
樹

佐
野
　
秀
延

千
田
　
佳
代

た
か
　
お
さ
む

武
田
　
信
枝

飛
田
　
則
雄

長
島
　
裕
子

中
村
　
吾
郎

萩
生
田
　
浩

平
松
　
伴
子

藤
　
英
樹

松
田
　
遥

三
島
　
利
徳

向
山
　
三
樹

森
田
　
進

槍
田
　
良
枝

芦
澤
　
紗
知
子

石
原
　
武

一
瀬
　
公
弘

臼
井
　
和
恵

大
野
　
と
く
よ

加
倉
井
　
厚
夫

金
森
　
直
治

橘
田
　
活
子

こ
ま
つ
　
か
ん

三
枝
　
ゆ
り
子

坂
本
　
宮
尾

佐
藤
　
真
佐
子

清
水
　
蒼
生

宗
田
　
安
正

高
橋
　
真
理
子

田
中
　
政
子

中
島
　
国
彦

中
田
　
水
光

布
川
　
欣
一

秦
　
恒
平

備
仲
　
臣
道

藤
岡
　
武
雄

的
場
　
信
輝

水
木
　
亮

村
田
　
馨

安
水
　
稔
和

渡
辺
　
え
り
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■
教
育
普
及
事
業
報
告

◇
北
杜
夫
展
関
連
事
業

　
企
画
展
「
北
杜
夫
展
　
ユ
ー
モ
ア
が
あ
る

の
は
人
間
だ
け
で
す
」
会
期
中
に
次
の
四
事

業
を
行
っ
た
。

　
10
月
１
日
（
土
）
に
、
北
杜
夫
の
長
女
で

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
齋
藤
由
香
氏
の
講
演
会

「
ど
く
と
る
マ
ン
ボ
ウ
家
の
て
ん
や
わ
ん
や
」

を
開
催
、北
杜
夫
の
躁
鬱
病
発
症
に
よ
る
齋
藤

家
の
混
乱
を
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
お
話

し
て
い
た
だ
い
だ
。

　
齋
藤
家
か
ら
は
、
11
月
３
日
（
木
・
祝
）
に

北
杜
夫
夫
人
の
齋
藤
喜
美
子
氏
に
も
お
越
し

い
た
だ
き
、三
枝
館
長
と
「
北
杜
夫
は
三
人
い

ま
し
た
―
喜
美
子
夫
人
が
語
る
波
乱
の
50
年
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ

た
。
躁
病
時
、
鬱
病
時
、
安
定
時
、
そ
れ
ぞ
れ

の
北
杜
夫
を
知
る
夫
人
が
、ハ
ン
ブ
ル
グ
で
の

出
逢
い
か
ら
晩
年
ま
で
を
、写
真
と
貴
重
な
証

言
で
振
り
返
っ
た
。

　
ま
た
、10
月
30
日
（
日
）
に
は
早
稲
田
大
学

教
授
の
石
原
千
秋
氏
に
よ
る
「
北
杜
夫
と
ど

く
と
る
マ
ン
ボ
ウ
　
二
人
で
一
人
」
と
題
し

た
講
演
会
を
実
施
、み
ず
か
ら
の
読
書
体
験
と

と
も
に
作
品
評
価
の
現
状
を
語
っ
た
。

　
当
館
職
員
の
事
業
と
し
て
、
９
月
25
日

（
土
）
に
学
芸
課
長
の
保
坂
雅
子
に
よ
る
講
座

「
こ
れ
は
必
見
！
展
示
資
料
か
ら
」
を
開
講

し
、松
本
高
等
学
校
時
代
の
ノ
ー
ト
や
父
で
あ

る
齋
藤
茂
吉
か
ら
の
書
簡
な
ど
の
資
料
に
つ

い
て
解
説
し
た
。

◇
文
学
創
作
教
室

　
三
枝
館
長
・
三
枝
浩
樹
氏
に
よ
る
短
歌
講
座

　
９
月
８
日
（
木
）
と
11
月
26
日
（
土
）、
短

歌
経
験
者
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
て
、

短
歌
講
座
を
行
っ
た
。二
つ
の
講
座
は
そ
れ
ぞ

れ
単
独
で
募
集
を
行
い
、９
月
は
三
枝
昻
之
当

館
館
長
、
11
月
は
三
枝
浩
樹
氏
（「
沃
野
」
代

表
）
が
講
師
を
担
当
し
た
。

　
９
月
は
一
般
60
名
、
11
月
は
一
般
27
名
、
高

校
生
13
名
の
計
40
名
が
参
加
し
た
。

　
前
半
は
短
歌

の
詠
み
方
に
関

す
る
講
義
、後
半

は
事
前
に
参
加

者
が
提
出
し
た

歌
を
講
師
が
批

評
す
る
形
で
進

め
ら
れ
た
。参
加

者
か
ら
は
「
批

評
し
て
も
ら
っ
て
大
変
勉
強
に
な
っ
た
」「
今

後
の
創
作
活
動
に
お
い
て
ま
す
ま
す
や
る
気

が
出
て
き
た
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

◇
出
前
授
業

　
12
月
14
日
（
水
）、
早
川
北
小
学
校
で
出
前

授
業
を
行
っ
た
。

　
三
・
四
年
生
の
四
人
と
、
先
生
方
と
と
も
に

こ
と
ば
の
ゲ
ー
ム
を
し
た
後
に
、
一
人
二
句
、

俳
句
を
作
っ
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
や
冬
休
み
な

ど
、
こ
の
時
期
な
ら
で
は
の
句
が
完
成
し
た
。

◇
平
成
28
年
度
の
主
な
博
学
連
携
事
業

・
移
動
文
学
館
（
掲
載
は
貸
出
順
）

「
石
川
啄
木
等
身
大
パ
ネ
ル
セ
ッ
ト
」

鰍
沢
中
学
校
・
増
穂
中
学
校
（
計
２
校
）

「
飯
田
蛇
笏
・
龍
太
ち
ま
ち
ま
人
形
セ
ッ
ト
」

御
坂
西
小
学
校
・
浅
川
中
学
校
・
石
和
東
小

学
校
・
石
和
中
学
校
・
身
延
中
学
校
・
境
川

小
学
校
・
都
留
高
校
・
富
士
見
小
学
校
・
早

川
北
小
学
校
（
計
９
校
）

「
村
岡
花
子
と
「
赤
毛
の
ア
ン
」
セ
ッ
ト
」

竜
王
西
小
学
校
・
田
富
中
学
校
・
中
央
高

校
・
島
田
小
学
校
・
富
竹
中
学
校
・
甲
府
東

小
学
校
（
計
６
校
）

「
宮
沢
賢
治
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
の
世
界
セ
ッ

ト
」

北
東
中
学
校
・
甲
府
東
小
学
校
・
増
穂
南
小

学
校
・
下
部
小
学
校
・
大
国
小
学
校
・
西
島

小
学
校
・
奥
野
田
小
学
校
・
中
央
高
校
・
泉

小
学
校
・
田
富
中
学
校
・
貢
川
小
学
校
・
八

代
小
学
校
・
増
穂
小
学
校
・
一
宮
西
小
学

校
・
早
川
南
小
学
校
（
15
校
）

・
出
前
授
業

増
穂
中
学
校
・
石
和
中
学
校
・
甲
府
東
小
学

校
（
２
）・
早
川
北
小
学
校
・
都
留
高
校
・

早
川
南
小
学
校
（
計
７
回
）

・
出
前
講
座

峡
南
地
区
学
校
図
書
館
教
育
研
究
会
・
中
巨

摩
地
区
学
校
図
書
館
教
育
研
究
会
（
計
２

回
）

・
そ
の
他

７
月
27
日
（
水
）
に
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
と

の
共
催
で
、能
楽
師
の
佐
久
間
二
郎
氏
を
講

師
に
「
能
楽
を
知
ろ
う
」
を
行
っ
た
。

11
月
18
日
（
金
）
に
は
「
文
学
館
の
魅
力
活

用
研
修
　
初
任
者
研
修
」
を
行
っ
た
。
講

義
、
常
設
展
お
よ
び
書
庫
見
学
を
経
て
、
文

学
館
を
学
校
教
育
で
ど
う
活
用
す
る
か
、グ

ル
ー
プ
ご
と
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

実
施
し
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
交
流
し
た
。

・
来
館
実
績

南
部
中
学
校
・
増
穂
中
学
校
・
鰍
沢
中
学
校

上
野
原
高
校
・
竜
王
北
中
学
校
・
長
坂
中
学

校
・
韮
崎
西
中
学
校
・
須
玉
中
学
校
・
韮
崎

東
中
学
校
・
石
和
こ
す
も
す
教
室
・
普
連
土

学
園
・
田
富
中
学
校
・
竜
王
中
学
校
・
白
根

巨
摩
中
学
校
・
甲
西
中
学
校
・
上
野
原
中
学

校
・
早
稲
田
高
等
学
院
・
玉
穂
中
学
校
・
櫛

形
中
学
校
・
双
葉
中
学
校
・
城
西
高
校
・
韮

崎
こ
す
も
す
教
室
・
東
桂
中
学
校
・
押
原
中

学
校
・
若
草
中
学
校
・
山
中
湖
中
学
校
・
新

田
小
学
校
・
甲
府
北
東
中
学
校
・
中
央
高

校
・
大
和
中
学
校
・
都
留
高
校
・
駿
台
甲
府

高
校
・
共
立
女
子
中
学
校
・
甲
府
あ
す
な
ろ

学
級
・
塩
山
高
校
・
北
杜
高
校
・
高
校
文
化

連
盟
茶
道
部
・
甲
府
昭
和
高
校
（
計
38
校
50

回
　
掲
載
は
来
館
順
）
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一
、
応
募
状
況

　
本
文
学
賞
は
、山
梨
県
と
深
い
ゆ
か
り
を
持

つ
樋
口
一
葉
の
生
誕
百
二
十
年
を
記
念
し
て
、

平
成
四
年
に
制
定
さ
れ
た
。山
梨
県
の
文
学
振

興
と
、
日
本
の
文
化
発
展
を
図
り
、
今
回
も
小

説
募
集
と
研
究
・
評
論
の
推
薦
を
受
け
る
二
部

門
で
実
施
し
た
。選
考
委
員
は
小
説
部
門
が
坂

上
弘
・
佐
伯
一
麦
・
長
野
ま
ゆ
み
、
研
究
・
評

論
部
門
は
、
中
島
国
彦
・
関
川
夏
央
・
兵
藤
裕

己
の
各
氏
。

　
小
説
部
門
の
応
募
作
品
数
は
、
三
〇
〇
編
。

う
ち
男
性
は
二
二
七
編
、女
性
七
三
編
。
山
梨

県
内
か
ら
は
二
五
編
だ
っ
た
。

　
研
究
・
評
論
部
門
の
推
薦
延
数
は
一
一
八

編
。
う
ち
自
薦
が
一
二
編
（
単
行
本
一
〇
冊
　

雑
誌
掲
載
二
編
）、
他
薦
が
一
〇
六
編
（
単
行

本
一
〇
六
冊
）
だ
っ
た
。

二
、
選
考
結
果

　
選
考
会
は
、
研
究
・
評
論
部
門
を
二
月
十
三

日
に
、小
説
部
門
を
二
月
十
六
日
に
學
士
會
館

で
そ
れ
ぞ
れ
行
い
、受
賞
作
を
決
定
し
た
。
選

考
結
果
の
発
表
を
、
三
月
二
日
午
後
三
時
に

行
っ
た
。

　
小
説
部
門
の
や
ま
な
し
文
学
賞
に
は
百
万

円
、
同
佳
作
二
編
に
は
各
三
十
万
円
、
研
究
・

評
論
部
門
の
や
ま
な
し
文
学
賞
二
編
に
は
各

五
十
万
円
の
賞
金
が
贈
ら
れ
る
。

　
ま
た
、小
説
部
門
の
三
編
は
山
梨
日
日
新
聞

紙
上
及
び
同
紙
電
子
版
に
掲
載
、や
ま
な
し
文

学
賞
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」
は
単
行
本

と
し
て
刊
行
す
る
。

◆
受
賞
作
品
◆

小
説
部
門

□
や
ま
な
し
文
学
賞

・
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」

　
大お
お
や
ま山

　
ち
こ
氏
（
東
京
都
在
住
）

［
受
賞
の
言
葉
］

　
作
品
を
選
ん
で
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、こ
れ
か

ら
お
世
話
に
な
る
皆
様
、本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
作
品
を
応
募
し
て
か
ら
、も
し
賞
を
と
っ
た

ら
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
と
楽
し
く
想
像
し
て

い
ま
し
た
。
で
も
、い
ざ
現
実
に
な
っ
て
み
る

と
「
表
彰
式
」「
取
材
」「
書
籍
化
」
な
ど
今

ま
で
縁
の
な
か
っ
た
華
や
か
な
言
葉
に
「
ど

う
し
よ
う
！
」
と
圧
倒
さ
れ
る
ば
か
り
。出
不

精
に
も
か
か
わ
ら
ず
、電
車
で
遠
出
し
た
り
し

て
気
を
紛
ら
わ
せ
て
い
ま
す
。

　
書
き
上
げ
た
当
初
は
、応
募
し
た
作
品
の
倍

は
あ
る
長
さ
の
お
話
で
し
た
。と
こ
ろ
が
急
に

思
い
立
っ
て
文
章
を
削
り
に
削
り
、あ
れ
こ
れ

修
正
し
な
が
ら
ど
う
に
か
話
を
繋
い
で
、出
来

上
が
っ
て
み
れ
ば
枚
数
も
締
め
切
り
も
ギ
リ

ギ
リ
。出
勤
前
に
慌
て
て
郵
便
局
に
走
っ
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
。受
賞
の
連
絡
を
い
た
だ

き
、先
日
改
め
て
作
品
を
開
い
て
み
た
の
で
す

が
、
格
好
を
つ
け
た
言
い
回
し
が
恥
ず
か
し

く
、ほ
と
ん
ど
読
み
返
す
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
。こ
れ
を
た
く
さ
ん
の
方
に
読
ま
れ
て

し
ま
う
と
は
、た
ま
ら
な
く
心
許
な
い
思
い
で

す
。け
れ
ど
二
度
と
な
い
よ
う
な
経
験
を
さ
せ

て
頂
く
の
で
す
か
ら
、で
き
る
限
り
楽
し
み
た

い
と
思
い
ま
す
し
、ほ
と
ぼ
り
が
冷
め
た
こ
ろ

に
「
実
は
ね
」
と
友
人
な
ど
に
自
慢
し
て
や

ろ
う
と
、い
そ
い
そ
目
論
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

□
や
ま
な
し
文
学
賞
佳
作

・
「
菓
子
折
り
」

　
鈴す
ず

木き

　
篤あ

つ

夫お

氏
（
福
島
県
在
住
）

・
「
ま
い
ぺ
ぇ
ら
」

　
小こ

池い
け

　
映え

い

二じ

氏
（
山
梨
県
在
住
）

研
究
評
論
部
門

□
や
ま
な
し
文
学
賞

・
吉よ
し

田だ

　
昌ま

さ

志し

『
泉
鏡
花
素
描
』（
二
○
一
六
年
七
月
　
和

泉
書
院
）

（
略
歴
）
青
山
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研

究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。

昭
和
女
子
大
学
大
学
院
教
授
。神

奈
川
県
在
住
。

・
福ふ
く
し
ま嶋

　
亮り

ょ
う
た大

『
厄
介
な
遺
産
　
日
本
近
代
文
学
と
演
劇

的
想
像
力
』（
二
○
一
六
年
八
月
　
青
土

社
）

（
略
歴
）
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

博
士
課
程
修
了
。立
教
大
学
文
学

部
助
教
。
東
京
都
在
住
。

■
「
資
料
と
研
究
」
第
二
十
二
輯
目
次

Ａ
５
判
一
二
二
頁
・
三
月
下
旬
発
行

・
棄
民
か
侵
略
か
─
北
杜
夫
『
輝
け
る
碧
き

空
の
下
で
』

石
原
　
千
秋

・
歌
人
北
杜
夫
の
世
界

三
枝
　
昻
之

・
望
月
市
恵
・
保
高
徳
蔵
・
な
だ
い
な
だ
・

　
山
川
方
夫
　
北
杜
夫
宛
書
簡 

翻
刻

保
坂
　
雅
子

・
飯
田
蛇
笏
　
高
室
呉
龍
宛
書
簡 

翻
刻

一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年

高
室
　
有
子
・
中
野
　
和
子

・
田
中
冬
二
宛
書
簡
『
海
の
見
え
る
石
段
』
ほ

か
献
本
に
対
す
る
礼
状 

翻
刻

伊
藤
　
夏
穂

・
芥
川
俊
清
「『
書
留
』
抄
録
」
と
芥
川
家
に

関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
文
書
目
録中

村
　
章
彦

・
中
村
星
湖
作
成
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
㉕

　
そ
の
五

飯
沼
　
典
子
・
水
上
百
合
子

■ 
�
口
一
葉
記
念

第
二
十
五
回
や
ま
な
し
文
学
賞
結
果
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■開館時間
○展示室　9：00～17：00（入室は16：30まで）
○閲覧室・研究室　9：00～19：00（土・日・祝日は18：00まで）
○講　堂・研修室　9：00～21：00
○茶　室　9：00～21：00（準備・片付けの時間も含みます）
○ミュージアムショップ　9：30～16：20
■休館日（４月～６月）
○４月３・10・17・24日
○５月８・15・22・29日
○６月５・12・19・26日
■常設展観覧料

※65歳以上の方（企画展は県内在住者のみ）、障害者手帳をご
持参の方と介護の方１名、並びに高校生以下の児童・生徒の
観覧料は無料です。
■年間フリーパスポート（定期観覧券）のご案内

文学館常設展・企画展を１年間何回でも観覧できる年間フ
リーパスポート（定期観覧券）を販売しています。
料金は、一般1,540円、大学生770円です。
■県内宿泊施設利用者割引のご案内

山梨県内の宿泊施設へ宿泊または宿泊予約された方で、宿泊
当日または翌日に観覧される場合、個人でも団体料金でご観
覧いただけます。宿泊（予定）を証明するもの（領収書・予
約クーポン券等）を窓口へ提示してください。なお20名様

以上の団体は対象になりません。
■施設利用のお申し込みについて
○講堂・研修室・研究室・茶室の申込みは、使用しようとする

日の６ヶ月前から原則として10日前までです。
☆いずれも休館日は受け付けません。使用上の注意は申込の際、

ご説明いたします。
■平成29年度山梨県立文学館友の会会員募集のご案内
「友の会」では、文学館多くの皆様に利用していただくため、
当館が行う文学イベント等の情報を提供しています。申込締
切は特にありませんが、資格を有する期間は平成29年４月
１日から、翌年３月31日までです。年会費は1,000円です。
詳細は文学館内「友の会」事務局までお問い合わせください。

山梨県立文学館　館報　第 101 号
　平成 29 年 3 月 10 日発行
　　　編集兼　　三　枝　昻　之　　　発行人
　　　発行所　　山 梨 県 立 文 学 館
　　　〒４００－００６５
　　　山梨県甲府市貢川一丁目５－３５
　　　☎ 055（235）8080　FAX 055（226）9032
http://www.bungakukan.pref.yamanashi.jp/
※ 紙面の無断転載はお断りします。

館　の　日　誌
９・15（木）	 年間文学講座Ⅱ「子どもが出会う賢治童話―「やま

なし」「雪渡り」など
	 講師　牛山　恵（都留文科大学名誉教授）
９・16（金）	 企画展「北杜夫展　ユーモアがあるのは人間だけ

です」レセプション
	 閲覧室資料紹介「マンボウ先生の作品たち―北杜

夫の世界―」（～ 11・23）
９・17（土）	 企画展「北杜夫展　ユーモアがあるのは人間だけ

です」開始　～ 11・23（水・祝）
	 年間文学講座Ⅰ「甲州の文化・こころを伝える―

『裏見寒話』の世界　柳の恋―善光寺の棟木」
	 講師　長谷川千秋（山梨大学准教授）
９・18（日）	 名作映画鑑賞会「残菊物語」
９・19（月・祝）茶室「素心菴」にて呈茶
９・25（日）	 企画展関連講座「これは必見！展示資料から」
	 講師　保坂雅子（当館学芸課長）
９・28（水）	 甲府東小学校出前授業（「賢治と嘉内」）
10・１（土）	 企画展関連講演会「どくとるマンボウ家のてんや

わんや」
	 講師　齋藤由香（エッセイスト、北杜夫長女）
10・２（日）	 第６回読書会
10・13（木）	 年間文学講座Ⅱ「賢治童話に描かれる悪　―「猫の

事務所」「土神と狐」など」
	 講師　牛山　恵（都留文科大学名誉教授）
10・15（土）	 飯田蛇笏・龍太碑前祭
10・16（日）	 名作映画鑑賞会「道　～白磁の人」
10・22（土）	 年間文学講座Ⅰ「甲州の文化・こころを伝える―

『裏見寒話』の世界　塩澤寺の石芋」
	 講師　長谷川千秋（山梨大学准教授）
10・23（日）	 茶室「素心菴」にて呈茶
10・25（火）	 教師のための学習会
10・27（木）	 年間文学講座Ⅲ「近世甲斐の国学者　萩原元克―

著作と館蔵資料から」
	 講師　伊藤夏穂（当館学芸員）
10・30（日）	 企画展関連講演会「北杜夫とどくとるマンボウ、二

人で一人」
	 講師　石原千秋（早稲田大学教授）
11・３（木・祝）企画展関連トーク「北杜夫は３人いました―喜

美子夫人が語る波乱の 50 年」
	 語り手　齋藤喜美子（北杜夫夫人）
	 聞き手　三枝昻之（当館館長）

11・５（土）	 茶室「素心菴」にて呈茶
11・10（木）	 年間文学講座Ⅱ「生命の宇宙を旅する二人―「銀河

鉄道の夜」
	 講師　牛山　恵（都留文科大学名誉教授）
11・12（土）	 年間文学講座Ⅰ「甲州の文化・こころを伝える―

『裏見寒話』の世界　大蛇になった姫君―身延山図
経」

	 講師　長谷川千秋（山梨大学准教授）
11・13（日）	 第７回読書会
11・16（水）	 閲覧室　文学者の誕生日にちなんだ資料紹介
	 「石原八束」（～ 12・８）
11・18（金）	 教育センター共催事業　初任者研修
11・20（日）	 書庫見学
	 名作映画鑑賞会「彼岸花」
	 茶室「素心菴」にて呈茶
11・26（土）	 文学創作教室「三枝浩樹短歌講座」
12・８（木）	 年間文学講座Ⅱ「雨ニモマケズ」を生きた男―宮沢

賢治の生涯」
	 講師　牛山　恵（都留文科大学名誉教授）
12・11（日）	 第 8回読書会
12・15（木）	 年間文学講座Ⅲ「山梨の文学　笛吹の文学」
	 講師　梶原宣仁（当館教育主事）
12・17（土）	 年間文学講座Ⅰ「甲州の文化・こころを伝える―

『裏見寒話』の世界　近世の甲州のことばと文化―
『裏見寒話』の成立背景」

	 講師　長谷川千秋（山梨大学准教授）
１・８（日）	 新春百人一首ワークショップ
	 講師　清水章子（竜王かるた会）
１・９（月・祝）茶室「素心菴」にて呈茶
１・21（土）	「新収蔵品展　直筆に見る作家のリアル」開始（～

３・20）
１・22（日）	 第 9回読書会
１・27（金）	 閲覧室　文学者の誕生日にちなんだ資料紹介
	 「檀一雄」（～２・８）
１・28（土）	 全国文学館協議会共同展示「３.11　文学館からの

メッセージ」常設展・飯田蛇笏コーナー「関東大震
災と俳誌「雲母」」（～ 3・20）

２・10（金）	 閲覧室資料紹介　「芥川賞・直木賞の小説を味わ
う」（～４・９）

２・12（日）	 第 10 回読書会
３・５（日）	 第 11 回読書会

利用のご案内

個　人 団　体
（20名以上）

美術館
共通券

一　般 320円 250円 670円
大学生 210円 170円 340円


